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信州大学の人文学部今昔
＜ホームカミング懇談会記録＞

中島森利・中山洋子・唐澤達志・小口房子（スピーカー）
速水香織（ファシリテータ）

は じ め に

　本来、裏方を以て徹すべきところ、いささか経緯等を記しておきたい。
　本稿は、2019年５月31日（金）に「信州大学の人文学部今昔」と題して開催された「懇談
会」記録である。2019年は、信州大学創立70周年と、人文学部の前身でもある旧制松本高等
学校開学から100周年のアニバーサリーイヤー。大学全体としても70周年ということで大き
な記念式典や新たな大学歌の制定などが行われた。分けても、この周年事業に向けて2017
年、学内に「大学史資料センター」が設立されたのは、これまでそのような施設・機関がな
かったことからすれば、仮に「遅い」の謗りを受けようとも、遅きに失してはいまい。慶す
べき事である。国による公文書管理の杜撰な扱いがホットなニュースになるなど、日本の先
進国性には疑問符がつく中、高等教育を担う大学が、社会に対して果たすべき役割を常に確
認・更新するためにも、自らの足跡を有形無形に収集・整理・解説・継承できるようアーカ
イヴしていく姿勢の表明と行動こそ、先ずは肝要と考えたい。
　センター設立を牽引した超多忙な同僚教員に敬意を抱きつつ、当時学部長を務めていた私
は、及ばずながらも、人文学部としても寄与できることがあればと考え、この記念すべき年
に周年記念事業の一つとして、人文学部の歴史を改めて理解するためにも、時代の生き証人
である卒業生の皆さんにお集まりいただき、お話をうかがい、それを記録として残すことを
ひとりひそかに企てた。その折も折。人文学部前身である文理学部時代の卒業生の方を含
む、人文学部同窓生の方々から記念碑建立の話が持ち上がり、人生の大先輩でもある方々と
幾たびか話し合いの場をもった。こうして同窓生有志、および同窓会の協力を得て、旧制松
本高等学校から信州大学文理学部・人文学部で国文学（日本近世文学）の教員を永らく務め
られ、また俳人でもあった故東明雅先生の句を添えた、人文学部の周年記念碑建立実現の運
びとなった。
　そして、このまたとない機会を捕らえて、この「懇談会」開催となった次第。
　内容につき、楽しんでいただけたならば、それは偏に当日スピーカーとしてご参加いただ
き、故東明雅先生を通して知るかつての学生生活や、文理学部時代の話も含め、それぞれの
皆さんの学生時代の興味深いお話をお聞かせいただいた、中島森利氏、中山洋子氏、唐澤達
志氏、小口房子氏、五十嵐譲介氏、の卒業生諸氏と、同窓会の皆様のおかげと、深甚の感謝
の意を捧げたい。（なお、誠に残念ながらご本人のご許可が得られなかったため、五十嵐氏
の話は掲載を見合わせた。）また、学部事業として行ったことで身内を取り立てるのは野暮
ではあるが、やはり、特に、ファシリテータと本原稿の取りまとめを、手際よくお務めいた
だいた速水香織准教授には、企画者として、記して感謝したい。
� （2019年10月　山田健三記）
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信州大学人文学部ホーム・カミングデー懇談会『信州大学の人文学部今昔』
開催日時：2019年５月31日（金）14：40－16：10
開催場所：人文ホール（信州大学人文学部棟１階）
ファシリテータ：速水香織（信州大学人文学部准教授）
ゲスト・スピーカー　中島　　森利　氏（昭和44年卒業　国文学）
　　　　　　　　　　中山　　洋子　氏（昭和53年入学　国文学）
　　　　　　　　　　唐澤　　達志　氏（昭和62年入学　英米文学）
　　　　　　　　　　小口　　房子　氏（昭和31年卒業　国文学）
　　　　　　　　　　五十嵐　譲介　氏（昭和46年入学　国文学）

信州大学の人文学部今昔

速水　定刻となりましたので、2019年５月31日、ホーム・カミングデ―懇談会『信州大学の
人文学部今昔』を開催致します。このたび、司会進行を勤めさせていただきます人文学部日
本文学分野の速水と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　会に先立ちまして、まず人文学部長、早坂俊廣より一言ご挨拶をさせていただきます。

早坂　どうも皆さま、こんにちは。人文学部長をこの４月から務めております、早坂と申し
ます。先ほど、「人文学部長です」とあいさつしたら卒業生に大笑いされてしまいまして、
まだ私も地に足が着かないところがありますけれども。
　先ほどは記念碑の除幕式ということで、あいにく雨が降ってしまいましたけれども、東明
雅先生の句を刻んだ記念碑を信州大学70周年、そして旧制松高から数えて100周年の記念碑
として建立していただき、その記念の除幕式に臨席させていただきました。そのときにも申
し上げたのですけれども、やはりこのような記念の碑があるということは非常に大きな重み
があると思います。「時は流れない。それは積み重なる」という言葉もありますけれども、
やはり信州大学、旧制松高からの歴史、時の流れは決して流れ去っているのではないと、確
かにここに積み重なっているのだということを、例えば、東明雅先生の句を刻んだ記念碑は
私たちに教えてくれているような気がいたします。これから「ホーム・カミングデー懇談
会」ということで、信州松本の地に積み重なってきている時の重みを、皆さまも一緒に実感
していただければと思います。そして次の100年に向けて一緒に歩み出していただければと
思います。ということで、本日はお集まりいただきまして、本当にありがとうございまし
た。

速水　ありがとうございました。
　このたびの懇談会では同窓生の方々ご参集のもと、信州大学発足当時、文理学部時代から
人文学部へと時代が移り変わり、現在に至る大学の流れの中で、各時代を過ごされました同
窓生の方々に、学生時代当時のお話を承ります。まずは昭和44年卒業、中島森利様より賜り
たく存じます。よろしくお願いいたします。



信州大学の人文学部今昔 47

中島森利氏「文理学部時代の信州大学」

中島　座ったままで失礼いたします。昭和44年卒業ということでございますけれども、文理
学部の17回の卒業ということでございまして、文理学部最後の入学生であります。国文学を
専攻したわけでありますけれども、当時、私どもが入学しましたのが文と理、複合の学部で
ありました。人文科学が60名、社会科学20名、自然科学70名、合計150名という学生数でご
ざいます。
　きょう、前の学長の宮地先生のご講演の要旨を資料としてお渡ししてございますけれど
も、そこにも書いてありますけれども、当時の文理学部は全国に14校でしょうか、ありまし
た中で最小の文理学部であったことを宮地先生も書いてございます。先生方の数も52名。当
時、最大の文理学部は茨城大であったそうですけれども、そこには105名の先生方の記録が
ございました。信大文理はその半分というようなことで、非常に小さな地方の国立大学とい
うことだったのではないかと思います。そこから言えますことといいますか、私どもが感じ
ていたのは、小さな地方の文理という文系・理系の複合学部、そこに学んだことのいろんな
制約とか限界といいますか、そういうものはもちろんあったわけでありますけれども、その
良さを十分に満喫させてもらったというふうに思っております。一言で言えば、アットホー
ムなというか、あるいはファミリー的な大学の雰囲気であったのではないかと思います。
　今、出していただいた写真は国文科、私ども43年度の卒業生ということですが、その卒業
記念写真です。馬瀬先生はちょうどご都合が悪くていらっしゃらないわけですけれども、中
国文学の藤澤誠先生、それから東明雅先生、それから宮川康雄先生、卒業生は前列に座って
おります４名であります。あと専攻３年生、２年生と全部合わせても22人という少ない数で
あります。私どもが卒業したときには４名で
ありましたので、卒論がございますが、卒論
の指導は本当にマンツーマンという形だった
と思うんです。東先生に２人が付きまして、
馬瀬先生に１名が付き、私は宮川先生にご指
導いただいたわけであります。本当にマン
ツーマンという形でございます。人数が少な
いこともございますので、卒論だけでなく、
ゼミ等でも本当にヒヤヒヤといいますか、人
数少ないですからすぐ指名されて回答を求め
られるというふうなことで緊張感がありまし
た。
　その中で特に印象に残っているのは、やっぱり卒論制作ということでありますけど、当時
は時代がそういう時代でありますので、きょう探したらありましたんですけども、こういう
形の卒論ですね。当時はパソコン、スマホ、プリンターなんていうものはございませんの
で、卒論は全て手書き原稿用紙、こういうような形で、国文科の場合には必ず400字詰め原
稿用紙100枚以上というふうに規定されておりましたので、これを100枚、粗末ではあります
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けどもこういうふうに製本して必ず提出をしなさいと。ここにあるのは、自前の残しておい
たものでありますけれども。こういうのを見ますと、私は宮川先生にご指導いただいたわけ
でありますけれども、これ第３次の原稿というふうになっておるんですけれども、宮川先生
が本当に一字一句見まして訂正をしたり加えたり削除したりっていうふうなことで、やって
くださったのが分かります。非常にきついといえばきつい、厳しい、そういうことでありま
したけれども。先ほど申し上げたようなマンツーマンの、本当に一対一の、言ってみれば職
人の世界の師弟関係、それくらいの感じで鍛えていただいたと実感しております。
　宮川先生はまだその当時、東先生のことは後ほど他の先生方がお話しくださいますので、
宮川先生のことをお話しさせていただきますが、宮川先生は当時、独身であがたの森の官舎
に越してこられたわけですけれども、引っ越しの手伝い、その膨大な蔵書の数にびっくりい
たしました。学問を研究する、文学研究とはこういうことなんだということを、本当に身を
持ってといいますか、先生の蔵書を片付ける手伝いをしながら感じたわけであります。官舎
の壁が汚れているから学生諸君、来て塗り直してくれというふうなことで壁塗りをやりまし
た。ペンキの塗り替え。それが終わりますと先生ご自身で食事を作ってくださって、みんな
でいただいていろんな話をさせていただくという感じでございました。
　この写真は17回生の卒業の集合写真であり
ます。あがたの森キャンパスの図書館のれん
が造りの、今はもうございませんけれども、
その前で撮った文理学部の卒業記念写真で
す。当時は大体このスタイルで撮られておる
と思いますけれども。卒業生は80何名だった
と思いますけど、留年をしたり他の大学へ
移ったりとかというふうなことも含めて150
名のところ90名近くになっております。見て
いただくと、当時の学生の様子がお分かりか
と思いますけど、学生服を着ている、卒業記
念写真ですけども。いわゆる、高校生がよく着ておりました学生服ですね。卒業式でも学生
服を何人かの方は着ているという、これがその時代の特徴と言えば特徴かと思います。
　私どもが入学したときに独文学の大家でいらっしゃった望月先生が、私どもの入学した人
文学科の言ってみれば、今で言えばクラス担任みたいな形でかかわってくださいました。あ
の大先生が非常に気さくに私ども新入生と交わっていただきまして、そのときに望月先生を
囲んで撮った写真なんかを見ましても、半数くらいは学生服姿ですね。授業にも高校時代の
制服であった学生服を着てという、非常に当時の学生はつつましかったといいますか、貧し
かったといいますか、質素でありました。私は思誠寮におりましたので寮生活を満喫もいた
しましたけれども、やはり当初は学生服でありました。アルバイトに松本市内の洋服店に家
庭教師に行っておったものですから、そこの主人が、「いや、大学生になったら一つ背広く
らい着たらどうかね」ということで作っていただきまして、それで卒業式のときには、その
背広といいますか、今はスーツでしょうか、それを着ることができたわけです。
　寮生活のことは、とにかく松高時代からのバンカラな気風といいますか、風習といいます
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か、それの権化みたいなものでありましたの
で、１年半そこにいたわけですけれども一応
全て体験はいたしました。きょうはちょっと
細かくは、そこまでお話しできないかと思い
ますが、非常にバンカラな簀巻きとかストー
ム、寮雨、その他もろもろ一通りは経験いた
しました。寮歌も歌いましたが、最も印象深
い寮歌は「春寂寥」です。今では信大全体に
浸透している歌だと伺っていますが、青春時
代を表象する歌であります。上の写真は秋の
寮祭の折の、北寮、中寮、南寮とありました三つの寮対抗の駅伝競走といいますか、そのと
きの写真であります。
　当時は、国立大学の授業料が1000円でございました。月額1000円、年額12,000円ですね。
当時、県立高校の授業料が500円に対して、国立大学の授業料が月額1000円という安さだっ
たわけです。私は、奨学金を8000円もらっていました。それで大体事足りました、当初は。
1000円大学へ授業料を納め、３食付きの思誠寮の寮費が3000円です。合わせますと4000円、
だんだん値上がりしていきましたが。そうしますと8000円の奨学金をもらうと、大体自活で
きる。周りにも、たくさんそういう自活、家庭からの仕送りはなくても大学生活やっていけ
るということがございました。
　今、申し上げたアットホームなファミリー的なということですけど、先生方の講義もこう
いうパソコン、プロジェクター、あるいはパワーポインターとかそんなものは一切ございま
せんから、全て肉声ですね。先生方が講義をなさる。せいぜい板書ということであります
ね。私どもも全て先ほど申し上げた卒論もそうですが、レポートもそう、全て手書きでござ
います。それから寮や、あるいは下宿生活においてもほとんどの学生はテレビなどなかった
と思いますね。もちろん携帯などございません。スマホない、パソコンもありません。イン
ターネットなしということになりますと、もうほとんど活字との接触しかございません。せ
いぜいあるのはクラシックの LPのレコードをプレーヤーで聴く、あるいはラジオを聴くく
らいなもんですので、そういった意味では本当につつましい、先ほど申し上げた質素な、そ
してほとんど読書と思索と友達が来て徹夜でさまざまなことを談笑するといったようなこと
が、その当時の学生生活であったんではないかと思います。そんなことでよろしいでしょう
か。大体、時間が来たようですので以上とさせていただきます。

速水　ありがとうございました。現在大学におります私共では全く存じ上げないようなお話
ばかりで、まだまだ聞いていたいような気もいたしますが、残念ながら時間の制約がござい
ますので、次に移りたく存じます。中山洋子様、どうぞよろしくお願い致します。
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中山洋子氏「人文学部時代の信州大学」

中山　中山と申します。よろしくお願いします。今、中島先輩が詳細に記憶をたどってお話
しくださいました。けれど私は「ゲスト・スピーカー」のご依頼をいただいてから、学生時
代のことを思い出してみたのですが、断片的な事柄しか思い出せませんでした。アルバムな
どをめくってみましたが、当時カメラを持っている学生も少なかったため、手元にわずかな
写真しかありませんでした。その中で３枚の写真を提供させていただきましたので、写真を
頼りにお話しさせていただきます。

　１枚目は美ヶ原夜間登山の写真です。この
行事は学生自治会が実施した新歓行事の一環
でした。全学部の１年生の半分または三分の
一位の希望者が参加しました。５月31日の
夜、美ヶ原を目指して徒歩で登り始め、６月
１日の朝、美ヶ原高原の上でご来光を見ると
いう行事でした。私は隣県の山梨県出身のた
め、６月といえば初夏の陽気でもあり、薄着
で参加しましたら登るにつれ気温が下がり、

頂上付近は氷がはるような寒さでした。ちょうど『八甲田山死の彷徨』が映画化されたとき
でしたので、参加者皆が遭難するのではないかと思ったほどで、クラスメイトで歌など歌い
ながら励ましあって登りました。登山の疲れよりも寒かったことが強烈に記憶に残ってお
り、「これが信州大学か」と感じたものでした。
　写真を見ていただくと当時の服装もしのばれます。中には「はんてん」を着ている学生も
います。その頃ははんてんを着て登校している学生も大勢いました。それに比べて、今の信
大生はおしゃれになったと思います。
　私は国文学専攻ですが、学部に入る時点で卒論必修のコースと卒論を書かなくてもよい
コースに分けられました。おそらく東明雅先生の退官を控えた時期で宮川康雄先生おひとり
になられるためと思いますが、成績の悪かった私は書かなくてもよいコースになってしまい
ました。「大学に来たのに卒論を書かないなんて」と驚き、「意地でも書いてやろう」と思い
ました。テーマは児童文学の新見南吉でした。400字詰め原稿用紙100枚に手書きして、市内
の製本業者に頼んで製本までして提出しまし
たが、成績は「可」でした。ようやく「可」
をいただけたような稚拙な卒論でしたが、や
はり書いてよかったと思っています。
　２枚目の写真は、記憶は定かではありませ
んが、東先生の最後の講義の折に国文科の学
生が揃っている記念写真です。私は２年生
で、先輩方など懐かしい皆さんの顔が写って
います。東先生にどんな講義をしていただい
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たか、本当に思い出せず恥ずかしい限りです。学部のときの思い出といえば、先輩たちが怖
かったということです。２年生で初めて演習で発表しましたが、先輩方から容赦ない質問が
どんどん飛んできました。文献に頼って引用して自分の理論を組み立てますと、「それで本
当にいいんですか」というように追及されました。研究者が書いているからといって、その
まま正しいと思ってはいけないこと、自分なりの論拠を導き出さなくてはいけないことを、
思い知らされました。それ以来、私は書かれているものは真実なのかと、まず疑うという癖
がついてしまいました。
　３枚目は、東先生が主宰されていた「信大
連句会」の写真です。宮坂静生先生もいらっ
しゃいます。学生だけでなく一般の方も参加
して、一か月に一度くらい公民館やあがたの
森で、連句会を催していました。写真は東先
生が退官される前の最後の連句会で、あがた
の森の校舎棟だったのではないかと思いま
す。連句は様々なルールがある中で、複数の
人が言葉を紡いでいくゲームのような面白さ
がありました。
　宮川先生との思い出は、先生の官舎の大掃除が思い出されます。当時先生は独身でいらっ
しゃったので、旭町キャンパスの端にあった官舎を国文科の学生で大掃除をするのが年中行
事でした。庭の草取り、内部のお掃除をし、そのあとで先生が手料理を振る舞ってください
ました。そのときに、「粉末のだしは最後に入れると風味がいいですよ」というようなこと
をおっしゃっていました。卒業後、十数年たったころ宮川先生と市内でばったりお会いする
機会があり、先生が「僕、結婚したんですよ」と、うれしそうにニコニコしながらおっ
しゃったのを覚えています。
　創立60周年のホーム・カミングデーの折には、宮川先生もお元気でお見えになり、数名の
国文科の卒業生も参加しました。私たち同期は卒業から28年もたっていましたが、先生がひ
とりひとりの名前と出身地を覚えていてくださっていたことに大変驚いたものでした。
　私の大学時代の思い出といえば講義のことよりもサークルのことや、アルバイトをしたこ
と、下宿仲間と過ごした時間という方が、中心になってしまいます。現在の生協前広場の東
側のほうにボロボロのサークル棟がありました。私は「まじめ半分社」という文芸サークル
に入っており、毎週土曜日に、自分の作品をガリ版で手書きして謄写版で印刷して製本する
というサークルでした。パソコンが当たり前の現在と比較すると、考えられないほどアナロ
グで膨大な時間を費やしていましたが、だからこそサークルの仲間たちと密度の濃い時間を
過ごすことができたのだと、思います。
　とりとめのない内容になりましたが、最後までお聞きいただきありがとうございました。

速水　ありがとうございました。卒論を書くコースと書かなくてもいいコースがかつてあっ
たというお話が、現役の教員間では全く伝わっておりませんでしたので、大変驚いておりま
す。現在は卒論は必修科目でございまして、恐らく今、４年生も大変苦労しているところか
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と存じます（笑）。それでは続きまして、同じく人文学部時代のお話として唐沢達志様にお
話を頂戴いたします。よろしくお願いいたします。

唐澤達志氏「私の人文学部時代の信州大学」

唐澤　初めまして。唐澤と申します。昭和62年の入学ということで専攻は英米文学になりま
す。本日このような形でお呼び頂き、私のような者が少しでも恩返しできることをとても嬉
しく思っております。
　本日、ここに来る前に大学構内を歩いてみましたら、施設が近代的になっていて驚きまし
た。本日のこの人文ホールですが、私が在学していたころは、じめじめしたトイレで直ぐ隣
に３階の講義室に続く階段がありました。それに、廊下も昔はもっと薄暗かったと思いま
す。現在の玄関は自動ドアになっていますし、学生に活気があるような気がしました。もう
１回学生生活をやり直せるならやり直してもいいくらいです。教養部周辺も、奇麗になりま
したね。昔はあちこちの掲示板に雑然とサークル勧誘のチラシ等が貼ってあって田舎臭い雰
囲気が溢れていたような気がします。生協食堂も今のような自動ドアではありません。照明
にも気を使って生協もおしゃれになったなと…。
　私は１年目は岡田松岡にあった賄付きの宿に入っていました。私を入れて６人くらいいま
したが、家主さんの木造母屋に２部屋、同じ敷地内に木造２階建ての４部屋の建物。１部屋
が４畳半、洗濯機と便所と週に２回の風呂は共同でした。土日を除く週に５日間朝と晩に飯
がついて、大家さん家族が食事を取った後、私たちがごはんを食べていたように思います。
人文学部、経済学部、理学部、医療短期大学の学生が入っていて、自転車やバイクで通学し
ていました。同じ釜の飯を食って、漫画本に回し読みなんかして、楽しかった。今は、そん
な賄い付きの宿なんて無いんでしょうね。
　２年生になると蟻ケ崎のアパートに引っ越しました。木造２階建てのアパートで８部屋あ
るのに半分しか埋っていなくて、玄関に10円玉を入れて通話できるピンク電話があました。
貧乏学生向きですかね。それでも、今度は６畳間で少し生活がよくなりました。各部屋に事
務机程度の炊事場があって、廊下も歩けば建物全体に振動が伝わるくらい古く、蛇口を捻る
と水道管の赤錆びの水が出るので大変でした。洗濯機や便所は共用で、風呂は近所の銭湯に
週に２回ほど通っていました。隣の人が猫を飼っていて、その猫に部屋の座布団の上でゲロ
されたことがあります…。
　大学というとサークル活動に憧れますよね。私が所属していたサークルはオリエンテーリ
ング（以下、「OL」）です。大自然を満喫できる信州らしいスポーツです。森の中に設置さ
れたポストを地図とコンパスだけを頼りに巡ってくる競技です。地図に書かれている道の配
置とか等高線、森林の密集具合を見ながら方位を確認しつつ道のない道を走ります。尾根か
ら谷に一気に下ったり、藪の中を突っ切ったりするので、環境破壊行為ですね。それが、ま
た楽しいんですけど。幸い、私は山の中で熊やスズメバチに会ったことはありませんでした
が、一度こんなことがありました。富士山麓で大会があって、この競技は個人競技ですの
で、いつものように数分おきにランナーが出発して行きました。当時、同じ人文学部の女の
子が部員としておりまして、私の20分くらい前に出発して行きました。「もう直ぐ自分の番
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か…」なんて思いながらストレッチをして準備していたら、その女の子がもう帰ってくるで
はありませんか。普通でも２時間ぐらい掛かるんですよ…。その子は、元気の無いような感
じでその場でへたり込んで、大会役員の方と話していました。「体調でも崩したのかな」と
私は思っていたのですが、後で聞いて分かったのは…、富士山の近くだけあって、「見てし
まった」ようなのですね。自らの命を絶った方の亡骸を…。いやあ、怖いスポーツです、
OLって。サークル活動は楽しかったですよ。タコ足大学だけあって、長野、上田、伊那、
松本に各支部があり、春から秋にかけては月に１回、持ち回りで競技大会を設定していまし
た。それ以外にも公式の大会が各地であり、本格的な人は遠征していました。どの大会も、
移動には自動車を持っている人のところに同乗して行きましたが、当時は携帯電話やナビ
ゲーションシステムなんてないので、運転手の隣に座った人が地図を読む役、移動は数台で
グループを組んで小刻みに待ち合わせ場所を設定しながら目的地に向かいました。今考える
とすごい話です。私は、OLにそんなにのめり込んでいなかったのですが、３年のとき松本
支部長の役が回ってきて、他支部の百戦錬磨の連中から「手伝うからアルプス公園のOL
マップを作ってくれ」と白地図を渡されたことがあります。地図を細かく分割してコンパス
を手に歩数で計測するのですが、にわか部員の私にできるわけありません。（卒業後に誰か
完成させたようですが…。）このサークルは現在ありませんが、今でも数年に１回松本スカ
イパークでOB会を兼ねた競技大会を開催しています。今年は４年ぶりにあるようです。
　毎年３月ごろになると新入生を対象とした大学生協のアルバイト募集があり、私もやって
おりました。今の生協食堂の一角に電化製品などを展示して販売しており、アルバイトの内
容は、店舗販売を手伝う人もいましたが、基本的には運送会社が配達する時の荷物の運搬と
道案内です。朝、生協食堂に行くと配達先リストと運転手が既に目的地に印をした地図を渡
されて運転手とのペアで出発です。岡田松岡の倉庫まで商品を取りに行って２段にも３段に
も積み上げられている冷蔵庫や洗濯機を担いでトラックまで運びました。また、配達先で
は、エレベータの無い建物の狭い階段を商品を運び上げます。配達班には、アルバイトだけ
の生協のハイエースを使って配っている班もあって、「サイドミラーぶつけた」、「バックで
バンパーぶつけた」なんていうことは日常茶飯事。だから、その車はいつもボロボロでし
た。生協の人も寛大で何も言いませんでした。このアルバイトには、学部を超えて学生が集
まって来ましたし、生協の職員も親切にしてくれましたので、皆、本当に仲が良かったで
す。アルバイトの時期でなくても、食堂で会って、挨拶したり…。
　数年前に退官されました清水明先生の下、英文学を専攻させていただきました。…と言っ
ても、あまり勉強する学生ではなかったので、卒論のテーマを決めるとき、今は宇都宮で教
授をしている友人に相談してジョージ・オーウェルの『1984』にやっと決めたような状況で
す。ご存知の方もいらっしゃると思いますが、全体主義が個人の自由を蝕んでいく反ユート
ピア小説で、現代にも通じるところがあります。卒論は英語でワープロ打ちだというので、
20万円近い高価なシャープの「書院」というデスクトップワープロを購入して書いた記憶が
あります（その後、使ったことはありません）。日本語で書いて英語訳、苦労して書きまし
た。情けない話ですね。米文学専攻も含めて同年で14名、うち男性が４名、自分は、本当に
勉強はしませんでした。『高慢と偏見』は講義で取り上げられた作品ですが、今でさえ、
ジェーン・オースティンといえば、作品が映画化されて有名ですが、当時なんて「どうして
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こんな男女の痴話げんかみたいな話が良いのか…」と思っていました。ですので、先生と話
す時は、自然と先生の趣味である「映画」となるわけです。これまた、先生が黒澤明とデイ
ヴィッド・リーンが大好きで…。
　あのころは市街地に本当に小さな映画館がたくさんありました。メトロシアターという半
地下のような映画館が駅前にありましたし、ピカデリーとか、ナワテ通りの中劇とか全部で
10くらいあったのではないでしょうか。特に有名なのが中劇の２階にあった中劇シネサロン
で、階段を上がると小さな踊り場があるのですが、上映室（映写機が見えるのです！）を脇
に目にしながら入っていくと、座敷での上映だったものを座席に変えただけあって、天井が
低い上映室が現れたと思います。だから、前の人の頭で画面がよく見えないことがざらでし
た。ミニシアター系上映が中心で、「ベルリン・天使の歌」とか『ニューシネマ・パラダイ
ス』を観たような気がします。
　私が在籍していたのは、本当にバブルの時代です。昭和62年から平成２年までですので、
就職も引く手数多でした。当時、東京の大手企業の信大の卒業生からの勧誘が頻繁にあった
ように思います。私は、結局「公務員」志望として、図書館で、アパートで、試験勉強をす
ることが多かったのですが…。文学系は経済や法律専攻と比べて公務員受験に不利ですの
で、あのころは本当に焦っていたと思います。逆に好景気だったので、公務員志望も今ほど
ではなく、採用枠も多かった。現在、県職員ですが同期の職員は200～300人くらいいたよう
な気がします。平成３年にバブルが崩壊して景気は段々悪くなっていくのですが、あの時期
は本当にいい時代でした。
　社会に出ると本当にいろんなことがあります。そんな時、柔軟な物の見方ができる人は本
当に強いなと思います。そのためには、在学生には、いろんなことに興味をもって、探求す
る心を忘れないで欲しいと思います。それが、人文を学ぶ者の強みでもあります。また、好
きなことは、将来いつどこでどんな役に立つかわからないので続けていって欲しいと思いま
す。私も今でも、上達していませんが、英語の勉強を続けています。
　本日は、拙い話ではありましたが、最後までお聞きいただき、ありがとうございました。

速水　唐澤様、ありがとうございました。プ
ロジェクターには、しばらく昔の大学の写真
と現在の大学の比較写真を写しながらお話を
いただきました。人文ホールも話題に上げて
いただきましたけれども、現在、人文ホール
がある場所には、以前はお手洗いだけがあっ
たというようなお話を伺っております。唐澤
様の指導教員でいらっしゃる清水先生は、私
が着任した年にちょうど定年退職でいらっ
しゃいまして、今、お顔を懐かしく思い出し
ておりました。ありがとうございました。 まだ人文ホールがなかったころの人人棟�

（『平成８年度　FRESHMAN�ALBUM』より）
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小口房子氏「東明雅先生と信州大学」

速水　では、引き続きまして文理学部時代のお話、引き続いて人文学部時代のお話をいただ
きましたが、その前身であります、旧制松本高校から文理学部、人文学部と時代を通して教
鞭を執られた先生のお一人に、日本文学の説くに江戸文学を中心に研究されておられた、東
明雅先生がいらっしゃいます。先生の閲歴を簡単にご紹介いたしますと、まず大正４年に熊
本県にお生まれになり昭和14年に東京帝大をご卒業後、文部省に入省、その後は高校等の勤
務を経て昭和20年に松本高等学校の教授としてご着任、以後、信州大学の文理学部、人文学
部の教授を歴任されておられました。その後、昭和55年に信州大学を定年退官なさり、同時
に信州大学の名誉教授におなりになっていらっしゃいます。その後、連句結社の、このあた
りはお話を頂戴できるところかと存じますが、猫蓑会を発足・主宰しておられます。昭和62
年には勲三等旭日中綬章を授与されました。
　また、東明雅先生の特に主要な研究業績として江戸文学の仮名草子、ならびに浮世草子作
者である井原西鶴研究に従事しておられたことは非常に著名なところかと存じます。同時に
俳諧研究、そして実作者としても俳諧文化の発展に大きく寄与されました。その研究業績
を、ごくかいつまんでご紹介いたしますと、まず昭和20年代から古典文庫に仮名草子の『露
殿物語』、昭和30年代に入りますと岩波文庫の『日本永代蔵』『好色五人女』の校注を付けて
おられます。こちらは研究の学会でも極めて高い評価を受けた書籍ということで、現在でも
読まれているものでございます。
　また、校注古典叢書の中でも西鶴の『万の文反古』、そして現代の学生も大変恩恵を受け
ているところとしては、昭和46年に『日本古典文学全集』38巻の『井原西鶴集』を、西鶴研
究の第一人者であられた早稲田大学の暉峻康隆先生と共著で世に送り出しておられます。小
学館の『日本古典文学全集』は平成８年には『新編日本古典文学全集』として装いも新たに
作品を増補して刊行されましたが、ここにそのまま『井原西鶴集』①として受け継がれてい
るものでございます。こちらは今からお話を賜ります、小口房子様のご蔵書を東先生のご著
書として並べておりますので、また皆さまご覧いただければと存じます。
　その他に俳句の業績といたしましては、昭和50年代に入りまして中公新書から『連句入
門』として研究の一線でご活躍になるばかりでなく、入門編として一般に広く啓蒙書をお書
きになっていらっしゃるところもご紹介したいところでございます。その他にもご著書・学
術論文も多数ご執筆になっておられます。
　この東先生についてのお話を、昭和31年にご卒業の小口房子様よりいただきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

小口　文理学部四回卒業の小口房子と申します。本日は、東明雅先生と信州大学というテー
マをいただきましたけれども、信州大学の中の文理学部での東先生のご様子を中心にお話し
させていただきたいと思います。ちょっと申し遅れましたけれども、松本高等学校百周年、
そして信州大学創立70周年、どうもおめでとうございます。
　東明雅先生は、昭和20年、30歳のときに信州にお移りになられまして、あがたの森の松本
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高等学校で教鞭を執られたり、研究に励まれたりなさっておられました。四方が美しい山に
囲まれまして自然環境豊かなこの松本平の中に建設されている大学が信州大学でございま
す。東先生は、この自然の美しさを大変気に入っておられまして、四季折々に変化し、美し
い山並みを見せてくれる地にある信州大学を大変愛していらっしゃいました。
　信州大学は先生のご研究の原点であり、ここで先生はたくさんのご著書を生み出されまし
た。先生は、ご研究に励まれました文理学部へは、美しい自然を眺めながら自転車で通勤
し、後にバスも、わずかですけれどもご利用なさった時期もありましたけれども、古い自転
車で行き帰り通勤なさっておられました。そのある時期、私は先生とご一緒に帰りを自転車
で、先生が先頭、私が先生の後ろから帰るような生活を２年くらいはさせていただきまし
た。それはなぜかといいますと、大学に入学して１年半くらいのときに先生に研究室に呼ば
れまして、先生が本を出版なさるにあたって、そのお手伝いを少ししてほしいというお話を
いただきまして、「授業の空き時間にはいつでもこの部屋に来てもよいから」っていうこと
で、鍵まで先生は私にお貸しくださいました。研究室は８畳間を４部屋くらい連ねた大きな
お部屋でした。そこで他の短歌の先生とか漢文の先生とか言語学の先生、先生も合わせて４
名の先生がたがご研究等に励まれてはいらっしゃいましたけれども、東先生以外の先生はお
授業が終わりますと、さっと帰られてしまって、広い研究室で東先生は、お１人で研究に励
まれていらっしゃいました。
　先生は、西向きに大きな机を据えられて、南向きの明るいところに私専用の小さな机と椅
子を置いてくださいまして、「授業のないときにはいつでもここでお手伝いをしてくれても
いいし、それから夏休みとか冬休み等の私が出てこないときでも、ここへ来て仕事をしてほ
しい」っていうことで、合鍵まで渡してくださったということは、大学の中の雰囲気が非常
に自由であったことも影響していたと思われます。何より当時、男子学生ばかりの中、大学
になかなか居場所を見つけられなかった私に、大学に通う意味と居場所とをお作り下さった
のです。先生は、そういうお方でいらっしゃいました。
　それで、出版なさった本というのは、ここに初版をお持ちしましたけれども、岩波文庫
『日本永代蔵』でございます。その他にも先生が出版なさった初版本を、私はほとんど全部
戴いております。それらには全部、先生のサインが入っております。特に『日本永代蔵』を
ご執筆なさっていた時は、先生は定本になる図書を全部先生専用の原稿用紙に書き写され
て、変体仮名、私は読み慣れない、でも本当に少し読めるようになった本を与えられて、先
生が原稿用紙に写された、そこに間違いがないかどうかを見てほしいというふうなお話をい
ただきました。先生の原稿用紙は専用の用紙で、こんな薄いものですけれども、それに先生
が万年筆できれいに書かれたそれを私がその頃、まだ若かったですから眼鏡も使わずに、間
違いがないかどうか確認させて戴きました。たまに、ちょっとこれは本文と違うんじゃない
かなっていう字を見つけまして、先生に「ここのところは」って申し上げますと、それしか
言いようがないように毎回、「嬉しいような、悲しいような」って仰って訂正なさっておら
れました。
　その中で一つ今でも忘れられないことがあります。先生の原稿を見せて戴いていた時、あ
る一か所、「つつきて」っていう表現のところがあったんですね。その、二文字目の「つ」
のところに、かすかに私の目には、濁点があるように見えました。「つづきて」っていう読
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みですね。先生は語彙カードを取っていらっしゃいましたけれども、私も先生から語彙カー
ドを戴きまして、このくらいのちっちゃなカードですけれども、私も卒業論文は『世間胸算
用』をテーマとするように先生からご指導戴きまして、『世間胸算用』の語彙を取りためて
おりました。それで、そのときにカードを繰ってみましたらば、「つづきてまちの」という
表現がありました。そのカードを先生にお見せしましたら、「やっぱりここは、今まで読ま
れていた『つつきて』でなくて濁点を付けて『つづきて』っていうふうに読み改めたほうが
よい」というお考えを持たれて、先生は「これを僕に頂戴」って仰って、それで後に論文を
書かれて、確か研究誌の『西鶴』に出されたことを覚えております。
　先生は、非常に緻密なご研究によって成った『日本永代蔵』の出来栄えを、当時京都大学
にお勤めでした野間光辰先生や小宮逢里雨先生に非常に激賞されたっていうお手紙を私に下
さって、今も大事にここに保存してございます。俳文学界の全国大会が長野で行われたとき
に、そこへ野間先生と小宮先生がお見えになって、「『永代蔵』の出来栄えを激賞され、大い
に面目を施しました。ことに野間さんは自分でも、あの本を五冊買い入れたそうで、早速、
演習用に使うとのことです。学問の綿密さをもって聞こえ、また人の仕事については遠慮会
釈もなく批判される、この人から、こんな賛辞がもらえれば私も以て瞑すべし、他のどんな
人から褒められたより満足でした」、と。先生はご満足なさり、本当に喜ばれたお手紙を私
は戴きまして、今でも大切に保存いたしております。
　先生生のお仕事はとても緻密でしかも粘り強い、途中で投げ出すとか、そういうことのな
い、地味ですけれどもとても素晴らしいお仕事をなさっております。文学全集の中に守随憲
治先生が暉峻君と東君とっていうふうな文章を書いておられますけれども、地味な東先生、
根気強い東先生のことを大変褒めていらっしゃいます。そういうお仕事をたくさんすること
ができたのは、やっぱり信州大学にいらしたからだと私は思います。大都会の大規模な大学
に、もしお勤めでいらっしゃったらば、ここに残されているような先生のお仕事はご無理
だったのではないかと考えております。
　ある時期、東先生はお茶の水女子大学からお声がかかったことがございました。私たち学
生は、はらはらいたしておりましたけれども、先生はそれを非常勤講師という形で、１か月
に２回くらい東京に出講義をなさるという道を選ばれまして、信州大学を決して見捨てるよ
うなことはなさいませんでした。先生は、本当に心から信州大学を愛しておられたと私は思
います。信州大学にとっても東明雅先生の存在は誇りであると私は思っております。
　あの頃、一期校と二期校と、大学受験の時期が分かれておりましたけれども、私は、志願
しました一期校の受験が失敗に終わりまして、二期校の文理学部に通学することになりまし
たけれども、そのおかげで東先生のような素晴らしい先生に出会えて、とても幸せだったと
思っております。東先生は、創立70周年の約半分の35周年、35年間も信州大学にお勤めにな
られまして、それで立派なお仕事をなさったことを本当にうれしく思っております。ご退職
になって柏へ移られてからも、柏の周囲を眺められては山がないのが残念だというようなこ
とを時々仰っておられました。山を愛し、そして信州大学を愛された東先生、本当にご立派
だったと私は思います。
　今回、創立記念の記念碑に、東先生の俳句を刻んで戴きましたことを、心からありがたく
感謝申し上げております。人文学部長様、先生をはじめ事務長様、人文学部の先生方、いろ



58 信州大学人文科学論集第７号（第２冊）

いろお考えもおありだったと思いますけれども、先生も高いところから眺められてご満足に
なり、喜んでいらっしゃると思います。信州大学がこれから先も300周年、500周年、700周
年、1000周年が迎えられますように、心からご祈念申し上げまして、私の拙いお話ですけれ
ども終わらせていただきます。どうも失礼いたしました。

速水　小口様、ありがとうございました。先ほどお話の中にございました。東先生ご監修、
『日本永代蔵』の初版を、小口様のご蔵書としてこちらにお持ちいただいております。こち
らの表紙を開いたところに東先生のお手で「長い間のご助力を感謝しながら初刷り第１冊を
謹呈いたします。東明雅。小口房子様」としたためていらっしゃることを、ご紹介させて戴
きます。
　この東先生がまとめられました、岩波文庫の『日本永代蔵』、実はこちらのテキストをご
選定になります時に、信州大学に所蔵されている『日本永代蔵』の原本を参照したとお書き
になっております。実は、『日本永代蔵』の原本が、今、中央図書館のほうに保管されてお
りまして、このたび図書館のご好意によりまして皆さまから見て右手に現物を展示しており
ますので、また後ほど、ぜひご覧いただければと存じます。また、現在のあがたの森公園に
ございました思誠寮の屋根に付いておりました瓦が学部長室に１枚、鬼瓦一つですが保管さ
れております。それも今回、学部長室から借り受けまして展示してございますので、併せて
ご覧くださいませ。
　では、お話の尽きないところかと存じますが時間もございますので、このあたりで懇談会
を締めくくらせていただきます。お話しくださった同窓会のかたがた、ご参加の皆さま、
きょうは本当にありがとうございました。
� （了）


